
２０２３年９月１５日 

環境経営レポート 

株式会社 山の郷 
レポート対象期間 ： ２０２２年６月１日～２０２３年５月３1 日 

 

株式会社山の郷は１９９１年創業以来一貫して産業廃棄物収集運搬業として歩んで参りました。 

２００７年３月にエコアクション２１の認証を受け、継続して環境経営活動に取り組んでいます。 

今年度の取組状況とその結果を「環境経営レポート」としてまとめました。 
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1.事業活動の概要 

 ①事業者及び代表者名 株式会社 山の郷 

            代表取締役 栗原成次 

 ②所在地       本 社 群馬県伊勢崎市羽黒町１１番地７ 

            事業場 群馬県伊勢崎市南千木町５２１３番地 10 

 ③設 立       １９９１年１月１０日 

 ④資本金       1,000 万円 

 ⑤従業員       9 名 

 ⑥売上高       ２０２２年度 ４０４百万円 

 ⑦環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

            代表責任者 兼 環境管理責任者 代表取締役 栗原成次 

            エコアクション２１推進事務局   今井亜夕 齊藤恵美子 

                                                       TEL ０２７０-２１-３０３１ 

                            FAX ０２７０-２１-３１８１ 

 ⑧認証・登録範囲（事業の内容） ★産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬業 

                ★廃棄物処理コンサルティング 

                 ・マテリアルリサイクルプラン 

                 ・サーマルリサイクルプラン 

                 ・窯業副資材リサイクルプラン 

                 ・肥料化・飼料化リサイクルプラン 

                 ・その他廃棄物の特性に応じたリサイクルプラン 



 ⑨許可の内容 

 

 

  

⑩運搬車両の種類と台数 

  ・10ｔバキュームダンパー車 １台 

  ・6ｔ平ボデー車      １台 

  ・4ｔ平ボデー車      １台 

  ・箱型車         １台 

㈱山の郷　　産業廃棄物収集運搬許可一覧 R4.9.1現在

許可都道府県、政令市 群馬県 埼玉県 栃木県 茨城県 東京都

許可番号 01000005126 01104005126 00900005126 00801005126 1300005126

許可取得日 R3.3.26 R3.3.4 H30.9.21 R4.8.17 R2.11.6

許可期限 R8.3.25 R8.2.15 R5.9.20 R8.12.16 R7.11.5

種類 産廃 産廃 産廃 産廃 産廃

燃え殻 ● ● 　 　 ●（*3） ●

汚泥 ● ● 　 　 　 ●（*2*3） 　 　 ●（*1） ●

廃油 ● ● 　 　 ●（*2） ● ●

廃酸 ● ● 　 　 　 ●（*2*3） ● ●

廃アルカリ ● ● 　 　 　 ●（*2*3） ● ●

廃プラスチック類 　       ●（*1*2） 　       ●（*1*2） 　       ●（*1*2） 　       ●（*1*2） ●

紙くず ● ● ● ● ●

木くず ● ● ● ● ●

繊維くず ● ● ● ●

動植物性残さ ● ● ● ● ●

動物系固形不要物

ゴムくず ● ● ● ●

金属くず 　 　 ●（*2） 　 　 ●（*2） 　 　 ●（*2） 　 　 ●（*2） ●

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 　       ●（*1*2） 　       ●（*1*2） 　       ●（*1*2） 　       ●（*1*2） ●

鉱さい

がれき類 　 　 ●（*1） 　 　 ●（*1） 　 　 ●（*1） 　       ●（*1*2）

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん ● ● 　 　 ●（*3）

*1:石綿含有産業廃棄物を含む
*2:水銀使用製品産業廃棄物（環境省令で定める水銀回収を義務付けるものを除く。）を含む
*3:水銀含有ばいじん等を含む

㈱山の郷　特別管理産業廃棄物収集運搬許可一覧

都道府県・政令市
許可番号
許可取得日
許可期限

種　　類 廃油 汚泥 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 燃え殻 鉱さい ばいじん 廃油 汚泥 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 廃油 汚泥 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 廃油 汚泥 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 廃油 汚泥 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
アルキル水銀化合物 　●* 　●* 　●* 　●* 　●*
水銀又はその化合物 　●* 　●* 　●* 　●* 　●* ● ● ● ● ●

特 カドミウム又はその化合物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
鉛又はその化合物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

定 有機リン化合物 ● ● ● ● ● ●
六価クロム化合物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

有 ひ素又はその化合物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
シアン化合物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

害 PCB

トリクロロエチレン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
産 テトラクロロエチレン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ジクロロメタン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
業 四塩化炭素 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１，２－ジクロロエタン ● ● ● ● ● ● ● ●
廃 １，１－ジクロロエチレン ● ● ● ● ● ● ● ●

シス１，２－ジクロロエチレン ● ● ● ● ● ● ● ●
棄 １，１，１－トリクロロエタン ● ● ● ● ● ● ● ●

１，１，２－トリクロロエタン ● ● ● ● ● ● ● ●
物 １，３－ジクロロプロペン ● ● ● ● ● ● ● ●

チラウム ● ● ● ● ● ●
シマジン ● ● ● ● ● ●
チオベンカルブ ● ● ● ● ● ●
ベンゼン ● ● ● ● ● ● ● ● ●
セレン又はその化合物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
１，４－ジオキサン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダイオキシン類 ● ●

*：環境省令で定める水銀回収を義務付けるものを除く

R5.9.4現在

群馬県 埼玉県 栃木県 茨城県 東京都
01050005126 01154005126 00950005126 00851005126 1350005126

H30.9.17 R5.9.4 H30.9.21 R4.3.17 R4.12.19

腐食性　pH2.0以下及びpH12.5以上

R5.9.16 R10.7.27 R5.9.20 R8.12.25 R9.12.18

引火点70℃未満、灯油、軽油及び揮発油類



 ⑪収集運搬実績 

 

        

       

廃棄物の種類
R４年度実績（ｔ）

2022.6.1～2023.5.31

産廃 1126.348

特管 0

有害 0.406

ｶﾞﾗｽ・陶磁器屑 10.5430 10.543

がれき類 0.0000 0

木屑 24.7600 24.76

金属屑 80.0420 80.042

産廃 157.862

特管 135.634

有害 13.178

産廃 53.367

特管 0.397

有害 0.142

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 1008.3570 1008.357

産廃 1260.394

特管 439.177

有害 0.515

ばいじん 3.4220 3.422

燃え殻 8.9650 8.965

動植物性残渣 90.2100 90.21

廃家電 100.0000 100

4513.7190

廃　　油 1700.0860

詳　　細

汚　　泥 1126.7540

廃アルカリ 306.6740

廃　　酸 53.9060



 ⑫廃棄物の処理工程  

  リサイクルを前提とした処理フローに基づき適正な処分業者の開拓に努めています。 

 

 

 

        
    

 

廃棄物区分 名 称 
中間処理 最終処分 

備 考 
処分方法 ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝ ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝ 埋立処分 

廃油 

廃塗料 焼却     

廃ｲﾝｷ・油泥 

廃溶剤・廃塗料 

焼却     

含油水 油水分離 燃料化    

含水ﾒﾀﾉｰﾙ 混合 燃料化    

廃溶剤 
焼却 ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ    

蒸留 製品化    

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

 焼却 窯業原料    

焼却  骨材利用   

破砕 燃料化 燃料   

破砕・溶融(成形) 製品化   側溝蓋他 

焼却 窯業原料   ｾﾒﾝﾄ工場燃料再利用 

焼却 ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ 骨材原料  自社発電の熱源利用 

余剰電力の東電への売電 

廃酸・廃ｱﾙｶﾘ  中和→脱水汚泥  
窯業原料  ｾﾒﾝﾄ副資材利用 

 管理型埋立処分  

汚泥  

焼成 窯業原料   ｾﾒﾝﾄ副資材利用 

固化 窯業原料 窯業原料  ｾﾒﾝﾄ副資材利用 

脱水   管理型埋立処分  

燃え殻  焼成 窯業原料   ｾﾒﾝﾄ副資材利用 

動植物性残渣  発酵 肥料化    



 ⑬清掃作業の実施 

 

   業 種 清 掃 内 容 頻 度 

１ 重機製造 塗装ブース（大）受水槽清掃 ６回／年 

２ 重機製造 塗装ブース（中、小）受水槽清掃 ６回／年 

３ セメント製造 ロータリーキルン回転軸受け部廃油ピット清掃 １回／年 

４ セメント製造 重油タンク清掃 １回／年 

５ 石鹸製造 石鹸原液タンク内清掃 スポット 

６ 自動車部品製造 切削油循環タンク内清掃 ２回／年 

７ 自動車部品製造 受水槽清掃 スポット 

８ 自動車部品製造 ＵＶ塗装ブース清掃 ６回／年 

９ 半導体工場 溶剤ピット清掃 スポット 

１０ 下水処理場 受水槽、貯留槽清掃 １回／年 

１１ 金属圧延工場 圧延機・クーラント循環タンク清掃 スポット 

１２ サッシメーカー 電着塗料抜き取り スポット 

１３ 伸線業 伸線機清掃・循環タンク清掃 スポット 

１４ 鍍金業 廃酸・廃アルカリ槽清掃 ２回／年 

１５ 化学工場 ホルマリンタンク清掃 １回／年 

１６ 塗装業 塗装ブース清掃 ２回／年 

１７ 金属圧延工場 ダクト清掃 １回／年 

１８ 自動車部品製造 切削設備切削油受部拾い吸い スポット 

 

        

 

 

    作業内容に応じて有毒ガス検知器を使用して酸素・可燃性ガス・一酸化炭素・硫化水素を 

    常に監視し、作業の安全を図ります。 

 

 



   

    タンク内清掃作業前       清掃作業中①        清掃作業中② 

           

     清掃作業終了          安全第一！     有毒ガス検知器でチェック 

      

      配管洗浄作業前        作業後            ＼(^o^)／ 

 

 

 ⑭リユース（再使用）等に関する情報提供 

  産業廃棄物リサイクルプラン関連として、再使用を前提とした処理フローについての 

  情報提供を行っています。 

 

  【主な項目】  

・ポリフィルム（ストレッチフィルム等）再使用の処理ルートに関する情報提供 

ＰＰ、ＰＥ、ＡＢＳ、ＰＳ、ＰＣ等硬質軟質プラの再使用（破砕（ペレット化）による再原料化） 

   ・アルミ包材等再使用に関する情報提供（焼却後アルミ抽出による際原料化） 

   ・廃パレットの再使用（廃棄パレットの再使用） 

 

 ⑮廃棄物処理料金   

ご依頼案件ごとに見積書をご提示し、的確な処理料金をご提案します。 

 

 

 

 

 



2.環境経営方針 

 

【基本理念】 

株式会社山の郷は、環境関連産業の一員として、エネルギーの効率的利用に努めて環境負荷の 

軽減を図り、産業廃棄物収集運搬及びコンサルティング業の継続的改善を通じて環境・社会・経済の 

バランスの取れた持続可能な未来社会を目指したい。 

 

【基本指針】 

①エネルギーの効率的利用 

エコドライブや効率の良い運行計画，クールビズ＆ウォームビズに取組んで 

エネルギーの効率的利用を推進し、環境負荷の軽減を図る。 

 

 

②３Ｒの推進 

廃棄物の各種リデュース・リユース・リサイクルを図り、顧客への積極的なプランニング提供を 

推進し環境負荷の軽減を図る。 

 

 

 

③資源循環の推進 

限りある天然資源の採掘や森林伐採等の抑制の一助となるよう、積極的に環境配慮製品を 

使用する。 

 

 

④環境関連法規の遵守 

環境関連法規及び条例を遵守し、健全な企業活動の継続に努める。 

 

 

 

⑤社員の意識向上 

エコアクション 21や SDGs に取り組む意味を理解し、環境関連産業の一員としての責任と 

職種としての働き甲斐と誇りを持てるように、社員の教育や啓発に努める。 

 

 

 

 

～この環境経営方針は社内外に公表する～ 

 

2022年 4 月 1 日 

株式会社 山の郷 

代表取締役 栗原成次 

 



3.エコアクション 21 推進体制 

 

 

環境保全関連兼環境管理責任者 

 

代表取締役 栗原成次 

 

 

 

 

 

営業課           業務課           総務課 

（エコアクション 21 事務局） 

栗原成次       栗原成次 齊藤和人     

齊藤和人       竹村信夫 鈴木 守     今井亜夕 齊藤恵美子 

鈴木 守       新井翔一 金子賢一     柳澤清美 

 

 

4. 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価並びに 

次年度の環境経営目標と環境経営計画 

注 1. 購入電力排出係数は東京電力エナジーパートナー㈱0.452kg－CO2/kWh で算出 

(R4.8.5 東京電力エナジーパートナー㈱プレスリリースより) 

注 2. ２０２２年度二酸化炭素排出量 78904.89ｋｇ-CO2 

注 3. ２０２２年度一般廃棄物排出量 126.00kg 

注 4. ２０２２年度水資源投入量 33.65 ㎥ 

基準値 評価

2019年度
実績

目標 実績
2023年度

目標
2024年度

目標

1
電力使用の削減

（注１）
kwh 4555.00

基準値
以下

4492.00
（1.4％減）

○
基準値
以下

基準値
以下

2 ｶﾞｿﾘﾝ使用の削減 L 5088.53
基準値
以下

5143.61
（1.1％増）

✕
基準値
以下

基準値
以下

3
産業廃棄物受託量

t当たりの
軽油使用の削減

L/ｔ 5.89
基準値
以下

5.58
（5.3％減）

○
基準値
以下

基準値
以下

4
産業廃棄物受託量

ｔ当たりの
二酸化炭素排出量

kg-CO2
/t

18.98
基準値
以下

17.48
(7.9％減）

○
基準値
以下

基準値
以下

廃棄物の削減
(注３)

5
従業員一人当りの
一般廃棄物排出量

kg/人 10.43
基準値
以下

　14.00
（34.2％増）

✕
基準値
以下

基準値
以下

総排水量の削減
(注４)

6
従業員一人当り
水資源投入量の

削減
㎥/人 5.52

基準値
以下

  3.74
（32.3％減）

○
基準値
以下

基準値
以下

二酸化炭素
排出量の削減

(注２)

環境経営目標 管理実施項目 単位

2022年度 中長期目標



5. 環境関連法規などの遵守状況 

  

 ①当社に適応となる主な環境関連法規 

法規制等の名称 遵守状況 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
遵法  

廃掃法範囲内での事業活動 

自動車から排出される窒素酸化物の特定地域に

おける総量の削減に関する特別措置法 

遵法 

仕様車種規制（NOｘ・PM）適合（登録車両３台） 

下水道法 
遵法  

規制対象外、届出済、構造の変更なし 

悪臭防止法 

遵法  

特定悪臭物質取り扱いなし 

車輌清掃の習慣 

道路交通法 

遵法  

制限速度遵守 

積載物の重量制限遵守 

積載方法他安全運転実施 

道路運送車両法 
遵法  

保安基準遵守、定期的な点検及び整備の実施 

消防法 
遵法  

消火器の設置（使用期限２０２８年３月末） 

グリーン購入法 

遵法  

２０１９年度より管理項目から除外しているが、 

リサイクル率を考慮した選択を継続中 

 

 ②苦情違反について  ・環境関連法規への違反なし 

            ・関係当局からの違反等の指摘や取引先等からの苦情・訴訟についても 

             創業以外なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6.代表者兼環境責任者による全体の評価と見直し・指示 

 

 （1）代表者兼環境責任者からの報告内容 

 

  ①環境経営方針の見直し     特に見直しを必要としない 

 

  ②実施体制の見直し       現状の実施体制を維持 

 

  ③環境関連法規等の遵守状況   遵守 

 

  ④外部からの苦情等の受付状況  無し 

 

  ⑤環境経営目標の達成状況 

（4.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価並びに 

次年度の環境経営目標と環境経営計画 参照） 

 

   ★目標達成項目（６項目中 4 項目） 

    ・電力使用の削減 

    ・軽油使用量（受託量１ｔ当り）の削減 

    ・二酸化炭素排出量（受託量１ｔ当り）の削減 

    ・水資源投入量（従業員１人当たり）の削減 

 

   ★未達成項目（６項目中１項目） 

    ・ガソリン使用量の削減 

    ・一般廃棄物排出量（従業員１人当たり）の削減 

 

  ⑥環境経営目標の達成状況を通して見えた当社の環境負荷の特徴 

    当社の二酸化炭素排出量の９７．４％を車両燃料の使用が占め、産業廃棄物受託量の 

増加と軽油使用量の増加が比例関係にあることが当社の最大の特徴である。 

収取運搬部門関連での環境負荷の大幅な削減は非常に困難であるが、効率的、計画的、 

エコドライブに沿った車両運行に努め、環境負荷の削減を意識して活動に取り組みたい。 

 

  ⑦環境経営計画の実施状況及び評価結果 

    環境目標の達成状況をみてみると、６項目中４項目達成となっている。 

昨年度との大きな違いは、「ガソリン使用量の削減」が未達成となったことである。 

その大きな原因としては、 

１．２０２２年１０月に営業部門の強化を図るため営業兼業務課に正社員１名を雇用し、 

通勤を含めて広範囲に営業活動ができるよう営業車（ガソリン車）１台を専属的に使用。 

２．従業員所有の高圧洗浄車（ガゾリン車／作業用エンジンは軽油使用）を作業に使用 

 することになり、作業に関わる燃料費を会社負担とした。 

以上の２点が挙げられる。 

 



しかし、営業車両１台をより燃費の良いものと入替えるなどの対応も行い、結果的に 

顧客の新規開拓や外注費の削減に繋がり、売上の増加となった。 

２０２２年度は産業廃棄物受託量、軽油使用量ともにほぼ前年同様の結果となった。 

弊社は「受託量１ｔ当りの二酸化炭素排出量の削減」を目標に活動に取り組んでおり、 

２０２２年度は２０１９年度実績１８．９８kg-CO2/ｔの目標に対し７．９％減の１７．４８kg-CO2/ｔとなり、 

目標を達成することができた。 

 「従業員一人当たりの一般廃棄物排出量の削減」も未達成となっているが、原因としては、 

事務所内の文書のデータ化を進め、紙ベースで保存していた書類を古紙回収に出したことが 

考えられる。また、ペットボトル飲料等を常備して来客対応用や従業員の福利厚生の充実を 

図ったため、再資源化ではあるがペットボトルやプラスチックごみの排出量が増加した。 

２項目の未達成項目はあったが、順調に、環境経営方針に沿って、目標を定め、計画に沿って 

活動が継続なされていると評価できる。 

 

  ⑧問題点の見直しと改善提案 

    弊社が、産業廃棄物受託量や利益の増加と、環境負荷の原因となる二酸化炭素総排出量が 

比例関係にある中で、事務所内部、収集運搬業務ともに部署ごとに活動に取り組んできた。 

今後もクールビズ＆ウォームビズや積極的な節電や効率的な車両運用とエコドライブの 

徹底を図り、データ管理に努め、全従業員が活動状況を把握できるように 3回／年開催の 

環境委員会でデータの公開をしていく。 

 ２０２３年度には事務所内のエアコンの入替えを予定している。省エネタイプのものに切り替え 

ることで、電力使用量に変化が現れることが期待できる。 

     

 （2）総評 

 

   弊社が環境経営目標としているのは「産業廃棄物受託量１ｔ当りの二酸化炭素排出量」である。 

  今年度は目標としている２０１９年度実績に対し、産業廃棄物受託量（自社車両収集運搬分）が 

  ２０１９年度比１４．６６％増加し、二酸化炭素総排出量も５．５７％増加となっている。 

   しかし、産業廃棄物受託量１ｔ当りの二酸化炭素排出量をみると、 

目標の１８，９８kg-CO2/ｔに対し７．９２％減となる１７．４８kg-CO2/ｔ 

また、当社の業務の中心となる収集運搬部門と密接な関係にある産業廃棄物受託量１ｔ当りの 

軽油使用量の削減においても、 

目標値の５．８９Ｌ/ｔに対して５．３％減となる５．５８Ｌ/ｔという結果になり、 

目標を達成することができた。 

 業績の向上のためには基本的に受託量の増加を否めず、受託量と軽油使用量の増加が 

比例関係にあることが当社の最大の特徴である中で、２０２２年度も目標を達成し続けたことは 

評価に値する。今後も対目標値、対前年度同時期値を意識できるように活動状況を数値化して、 

従業員の意識の向上を図りたい。 

  

 ２００６年にエコアクション 21 に取組み始めて１７年目、ぐんまスタンダード（群馬県環境ＧＳ認定 

制度）認定事者として継続５年目となった。環境経営目標をＳＤＧｓの１７の目標に関連性を持たせ、 

この環境経営レポートを営業ツールとして活用しながら環境関連産業の一員としての企業活動を 

継続していきたい。 


